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福島第一原子力発電所の廃炉作業において、炉内の残存デブリを除去するためには高線量率環

境下におけるリアルタイム線量率モニタが求められており、シンチレータ、全長 100 m以上の光

ファイバーおよび CCD分光器からなるモニタリングシステムが提案されている(Fig. 1参照) 

[1]。この光ファイバーは全長 100 m以上であるため、シンチレーション光伝送時の光子損失の

抑制、および光ファイバー由来のノイズ(発光波長: 550 nm以下) [2],[3]の分別が必要である。そ

のために、シンチレータには 650 nm以上の発光波長、高発光量が求められる。本研究では d-d

遷移による赤色および近赤外領域での発光で知られる Cr3+を添加した Gd3Ga5O12 (Cr:GGG) や Ce

共添加での発光強度の向上について調査した。 

Ce添加の効果を調査するために xCe0.5%Cr:GGG単結晶 (x = 0, 0.01, 0.05%)をマイクロ引き下

げ法にて育成し、発光特性を評価した。また、自然科学研究機構分子科学研究所極端紫外光研究

施設にて極低温環境下における発光特性および熱ルミネッセンスを評価した。 

ラジオルミネッセンス特性を評価した結果、簡易的であるがピーク発光波長約 730 nmとな

り、0.01%Ce0.5%Cr:GGGのピーク発光強度が最大となった。本講演では、Ceを添加することが

発光量増大に寄与しているかどうかについて考察するとともに、実際に Fig.1のようなファイバ

ー検出器にした時の実証試験を京都大学複合原子力科学研究所で実施したのでこれらの結果につ

いても報告する。 
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Fig. 1 schematic diagram of  

the dose-rate monitoring system. 
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